
全国学力・学習状況調査の結果分析 

４月に「令和 7 年度全国学力・学習状況調査」が３年生を対象に実施されました。これは、全国的な児

童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題の検証、また、学校における児童生

徒への教育活動の充実や学習状況の改善に役立てることを目的としたものです。既に報道等でご存じ

の保護者の方も多いことと存じますが、先日、札幌市の調査結果の概要が発表になりました。つきまし

ては、本校の結果をお知らせいたしますので、御家庭での学習などにお役立てください。３年生の生徒

本人および保護者の方には、７月に配付した個人票と併せて御覧ください。 

   この資料は、本校ホームページからも見ることができます。 

札幌市立伏見中学校 URL→ https://www16.sapporo-c.ed.jp/fushimi-j 

 

国語・数学・理科の調査結果から 

 

  本校の概要  今回の調査における課題  改善の方向 

国 

 

 

語 

 【領域】 

■知識及び技能 

△言語の特徴や使い方に関する事項 

全国平均に比べ上回っている。 

 

 

■思考力、判断力、表現力等 

△話すこと・聞くこと 

全国平均に比べ上回っている。 

△書くこと 

全国平均に比べ上回っている。 

△読むこと 

全国平均に比べ上回っている。 

 

  

●案内文中の図の役割を

説明したものとして適切

なものを選択すること。 

 

 

●「専問的」という表記が

された文章の中で「問」

が誤っていることに気づ

き、「門」と正しく改める

こと。 

 

●問題形式が記述式にな

ると、回答欄に記入でき

ず、無回答となる生徒

がいること。 

  

○実用的な文章を作成する際に、相手や

目的に応じて伝えるべきことを選択し

たり、再構成したりして、簡潔に分かり

やすく書く学習活動の充実。 

 

○文章の中で漢字を正しく使う力を向

上させる学習活動の充実。 

   

 

 

○記述式の問題でも考えを表現できる

力を育成するために、問いに対する

自分の考えを短い文章で書く学習活

動の充実。 

『全国平均との比較の記号の意味について』 

△上回っている   

ほぼ同等程度 
 ◇やや上回っている ＋３ポイント 

← 全国平均正答率 
 ◆やや下回っている －３ポイント 

▼下回っている   
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  本校の概要  今回の調査における課題  改善の方向 

数 

 

 

学 

 【領域】 

△「数と式」 

全国平均に比べ、上回っている。 

 

 

△「図形」 

全国平均に比べ、上回っている。 

 

 

 

△「関数」 

全国平均に比べ、上回っている。 

 

 

△「データの活用」 

全国平均に比べ、上回っている。 

  

●事柄が常に成り立つと

は限らないことを正しく

理解し、それを説明する

こと。 

●筋道を立てて考え、構

想に基づいて証明する

こと。 

 

 

●事象を数学的に解釈

し、問題解決の方法を

数学的に説明すること。 

 

●事象の起こりやすさの

傾向を捉え、判断の理

由を数学的な表現を用

いて説明すること。 

  

○事象の具体的な場合について考えを

深め、その事象が成り立つ理由・成り

立たない理由を説明する活動の充

実。 

○既習事項を統合的・発展的に考え、

数学的な表現を用いて根拠を説明

する活動を充実させる。自身が書い

た証明を振り返り、正しく評価・改善

する活動の充実。 

〇関数を式・表・グラフに表現すること

や予想したことが正しいことを式・

表・グラフのいずれかを選択し説明

する活動の充実。 

○図・表などで事象を整理して考察し、

判断理由を数学的な表現を用いて

他者に分かりやすく説明する活動の

充実。 

 

  今回の調査における課題  改善の方向 

理 

 

 

科 

  

●水の中の生物の観察において、呼吸を行う生物に

おける生命を維持する働きに関する知識を説明す

ること。 

 

●【考察】をより確かなものにするために、実験を計

画する際に変える条件に着目し、予想される実験

結果を適切に説明すること。 

 

●加熱を伴う実験における実験器具の操作等に関

する技能を説明すること。 

 

 

●大地の変化について、時間的・空間的な見方を働

かせて、土地の様子とボーリング調査の結果を関

連付けて、地層の広がりを検討し表現すること。 

 

  

○動物の外部形態と生活場所や体のつくり、生命維

持に関する知識を説明するなどの学習活動の充

実。 

 

○実験における条件制御を生徒が試行錯誤しながら

考え、実験の計画・立案・結果の予想を説明するな

どの学習活動の充実。 

 

〇観察・実験器具に関する基本的な操作を実演、説

明するなどの学習活動の充実。 

 

 

○複数の観測データや地図と関連付け、大地の変化

について時間的・空間的な変容を分析して解釈す

る学習活動の充実。 

※ 理科は国語・数学とは異なる調査方法（IRT）を採用しており、領域ごとに「概要」を分析することが困難な

ため、本校の「課題」と捉えられる問題を抽出し、それに対する「改善の方法」を記載しています。 



※  
※  

◇肯定的な回答が 80%以上のものや顕著に良かったもの 

質問番号 質   問   事   項 伏見中 全国平均 

（1） 朝食を毎日食べていますか 91.2％ （91.2％） 

（2） 毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか 81.9％ （81.0％） 

（3） 毎日、同じくらいの時刻に起きていますか 92.4％ （92.6％） 

（5） 自分には、よいところがあると思いますか 88.3％ （86.2％） 

（6） 先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか 92.9％ （92.2％） 

（7） 将来の夢や目標を持っていますか 74.8％ （67.5％） 

（8） 人が困っているときは、進んで助けていますか 87.7％ （90.9％） 

（9） いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか 97.0％ （95.9％） 

（11） 人の役に立つ人間になりたいと思いますか 95.3％ （96.6％） 

（12） 学校に行くのは楽しいと思いますか 88.9％ （86.1％） 

（13） 自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか 82.4％ （79.2％） 

（14） 友達関係に満足していますか 88.9％ （91.4％） 

(15) 
普段の生活の中で、幸せな気持ちになることはどれくらいありますか(「とき

どきある」以上を回答した率) 
88.3％ （91.6％） 

(17) 
学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの

時間、勉強をしますか（「１時間以上」と回答した率） 
67.8％ (61.6％) 

(19) 
土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１日当たりどれくらいの時間、勉強を

しますか（「２時間以上」と回答した率） 
47.9％ (32.5％) 

（20） 
学習塾の先生や家庭教師の先生に教わっていますか（オンライン授業の場合も

含む） 
73.0％ （56.9％） 

（24） 読書は好きですか 71.3％ （61.6％） 

（29-1） 
あなたは自分が PC・タブレットなどの ICT 機器で文章を作成する（文字、コメ

ントを書くなど）ことができると思いますか 
85.4％ （83.6％） 

（29-2） 
あなたは自分がインターネットを使って情報を収集する（検索する、調べるな

ど）ことができると思いますか 
94.1％ （91.5％） 

（29-4） 
あなたは自分が PC・タブレットなどの ICT 機器を使って学校のプレゼンテー

ション（発表のスライド）を作成することができると思いますか 
88.9％ （76.6％） 

（31） 

１、２年生のときに受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考

えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表していま

したか 

70.7％ （63.0％） 

質問紙調査結果より 



（35） 
学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考

え方に気付いたりすることができていますか 
88.3％ （84.7％） 

（38） 
先生は、授業やテストで間違えたところや、理解していないところについて、

分かるまで教えてくれていると思いますか 
80.7％ （83.8％） 

（39） 
授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大切にして、お互いに協力しな

がら課題の解決に取り組んでいますか 
89.5％ （91.9％） 

（40） 
総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたこ

とを発表するなどの学習活動に取り組んでいますか 
86.6％ （79.5％） 

（41） 
あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級活動で話し合い、互い

の意見のよさを生かして解決方法を決めていますか 
83.1％ （84.3％） 

（42） 
道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグループで話し合ったりする

活動に取り組んでいますか 
95.9％ （91.5％） 

（46） 国語の授業の内容はよく分かりますか 84.2％ （77％） 

（50） 
国語の授業で、文章を読み、その文章の構成や展開に、どのような効果がある

のかについて、根拠を明確にして考えていますか 
81.3％ （74.0％） 

（59） 
文字式を用いた説明や図形の証明を読んで、かかれていることを理解すること

ができますか 
75.4％ （67.1％） 

（68） 理科の授業では、観察や実験をよく行っていますか 97.7％ （85.8％） 

（69） 
理科の授業では、自分の予想（仮説）をもとに観察や実験の計画を立てていま

すか 
84.3％ （70.2％） 

（70） 

理科の授業で、課題について観察や実験をして調べていく中で、自分や友達の

学びが深まったか、あるいは、新たに調べたいことが見つかったか、振り返っ

ていますか 

78.4％ （68.4％） 

 

◇肯定的な回答が 50%以下のものや気になるもの 

質問番号 質   問   事   項 伏見中 全国平均 

（10） 困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも相談できますか 66.7％ （73.2％） 

（16） 
分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、

工夫することはできていますか 
69.0％ （77.5％） 

（26） 
地域の大人に、授業や放課後などで勉強やスポーツ、体験活動に関わってもら

ったり、一緒に遊んでもらったりすることがありますか（習い事は除く） 
15.2％ （29.5％） 

（27） 
１、２年生のときに受けた授業で、PC・タブレットなどの ICT 機器を、どの程

度使用しましたか（「週３回以上」と回答した率） 
54.4％ (76.5%) 

（56） 数学の授業で学習したことを、普段の生活の中で活用できていますか 46.8％ （57.9％） 

（66） 理科の授業で学習した考え方を普段の生活の中で活用できていますか 46.8％ （50.7％） 
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伏見中学校 全調査結果より 

今回の３年生を対象とした教科に関する調査結果では、国語、数学及び理科のすべての領域において全国

平均を上回るという成果が得られました。また、生徒に対する質問紙調査も行われ、成果や課題、改善の方向

をまとめましたので、御報告いたします。 

１．豊かな人間性の育成（自己有用感、幸福感）について 

問５「自分には、よいところがあると思いますか」、問８「人が困っているときは、進んで助けていますか」、問

12「学校に行くのは楽しいと思いますか」、問 14「友達関係に満足していますか」の問いに対して、８０％以上の

生徒が肯定的に回答していました。さらに、問 6「先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思います

か」、問 11「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」では、９０％以上の生徒が肯定的に回答していました。

また、問７「将来の夢や目標を持っていますか」では、肯定的に回答した生徒が７割を超え、全国平均を上回る

結果でした。しかしながら、問１０「困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも相談できます

か」では、昨年度よりも上昇したものの、肯定的な回答が 7 割に届かないという結果でした。 

今後も、各学期に行う教育相談だけでなく、毎日生徒が入力する「シャボテン」アプリなども活用し、更なる教

育相談体制の充実を図っていきます。そして、「子どもの声を聴く」姿勢を大切に、「一人一人が大切にされてい

る」と実感できる学校づくりを目指し、子どもに寄り添い、子ども同士がお互いのよさを認め合えるような教育活

動を推進していきます。 

 

２．学習に関する意識について 

問１７＆19「学校の授業時間以外に、普段や土日にどれくらい勉強をしますか」の問いにおいては、どちらも

全国平均を大きく上回っており、塾での学習時間を含んだ回答とはなっていますが、日常的な学習習慣が身に

付いていると言えます。 

ICT の活用においては、問 29-2「あなたは自分がインターネットを使って情報を収集することができると思

いますか」では９４．１％の生徒が肯定的に回答し、問 29-４「あなたは自分が PC・タブレットなどの ICT 機器を

使って学校のプレゼンテーション（発表のスライド）を作成することができると思いますか」では肯定的な回答が

８８．９％（全国平均７６．６％）と全国平均を上回る結果でした。しかし、「１、２年生時の ICT 活用率」については

全国平均を下回っており、実物や実体験を重視した活動とバランスを取りながらも、ICT の活用について更な

る工夫が必要であると考えています。 

また、問３５「学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方に気付いたり

することができていますか」、問３９「授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大切にして、お互いに協力

しながら課題の解決に取り組んでいますか」では、ともに肯定的な回答が８割を超え、協働的に課題探究に取り

組むような授業を行ってきた結果であると捉えています。しかし、「授業で学習したことを普段の生活で活用で

きているか」との質問では、数学と理科において、肯定的な回答が５割を切り、全国平均を下回る結果となりま

した。今後は、学校での学習と日常生活を結びつけ、学ぶことの有用感を得られるような工夫も取り入れ、更な

る授業改善に努めて参ります。 

今回の結果を踏まえ、本校の研究主題である「自らの学びを調整しながら、『見通し』をもって主体的に取り

組み、他者との関わりを充実し、自らの考えを発信することができる生徒の育成」を目指して努力して参ります。

また、札幌市が掲げる「さっぽろっ子『学び』のススメ」に基づき御家庭とも連携していきたいと考えておりますの

での御支援、御協力をお願いいたします。 

次ページに「さっぽろっ子『学びの』ススメ」「さっぽろっ子ＩＣＴ活用のススメ」を掲載しております。学校も、家

庭も、“まほうのかいわ”で習慣づくりを進めていきましょう。 






